
※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

１

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 79 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。

発行日：2024年（令和６年）11月１日　 会報 第137号発行日：2024年（令和６年）11月１日　 会報 第137号

 子ども１人につき １年間３万円。【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】
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Royal park condo,Street 608, Toul kok,
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(活動のための諸費用含む)

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）
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次

里
親
さ
ん
あ
り
が
と
う

幸福を、平和を、豊かな心を、カンボジアの友と分かち合おう

　
今
年
も
あ
と
２
ヶ
月
あ
ま
り
、本
会
は
2
0
0
0
年
１

月
に
創
設
し
ま
し
た
の
で
、年
末
が
く
る
と
丁
度
創
立
25

周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。本
会
は
10
年
毎
に
周
年
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
回
は
特
に
記
念
行
事
を
行
い

ま
せ
ん
が
、改
め
て
25
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、多
く
の
皆

様
か
ら
の
ご
理
解
、ご
支
援
を
心
よ
り
感
謝
す
る
も
の
で

す
。

　「
継
続
は
力
な
り
」と
言
い
ま
す
が
、25
年
前
か
ら
活
動

し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
団
体
は
数
少
な
く
な
り
、本

会
は
老
舗
団
体
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。カ
ン
ボ
ジ

ア
を
訪
問
す
る
と
、ど
こ
へ
行
っ
て
も「
オ
ー
ク
ン
、オ
ー
ク

ン（
あ
り
が
と
う
）」の
連
発
で
す
。皆
さ
ん
の
ご
努
力
の
賜

物
で
す
。

　
会
の
名
称
の
通
り
、本
会
は
東
南
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
の

一
つ
だ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
戦
後
復
興
、特
に
教
育
支
援
を

中
心
に
25
年
間
活
動
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
甲
斐

あ
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
大
き
く
成
長
、国
民
の
暮
ら
し
ぶ

り
も
向
上
し
て
き
ま
し
た
が
、辺
境
の
村
に
行
く
と
ま
だ

支
援
の
手
を
必
要
と
す
る
厳
し
い
現
状
を
垣
間
見
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、本
会
と
し
て
も
従
前
通
り
の

支
援
一
辺
倒
か
ら
相
互
交
流
活
動
を
併
行
す
る
こ
と
で
、

活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
参
り
ま
し
た
。こ
の
路
線
は

本
会
が
存
続
す
る
限
り
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
思
い
ま

す
。「
支
援
と
交
流
」を
合
い
言
葉
に
、更
な
る
飛
躍
を
目

論
ん
で
参
り
ま
す
。

　
と
は
言
え
日
本
も
か
つ
て
の
よ
う
な
経
済
大
国
と
し
て

の
存
在
感
が
薄
れ
、私
た
ち
国
民
の
暮
ら
し
も
決
し
て
楽

で
は
な
く
、支
援
に
回
す
お
金
に
も
限
界
が
生
じ
て
い
る

昨
今
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
す
が
、決
し
て
背
伸
び
す
る
必
要
は
な

く
、そ
れ
ぞ
れ
が
身
の
丈
に
応
じ
た
支
援
を
考
え
て
も
ら

え
た
ら
充
分
か
と
思
い
ま
す
。

　
か
く
い
う
私
も
来
年
は
と
う
と
う
喜
寿
を
迎
え
る
年
に

な
り
ま
す
の
で
、若
い
世
代
が
継
承
し
て
く
れ
る
ま
で
、も

う
ひ
と
頑
張
り
す
る
気
持
ち
で
は
あ
り
ま
す
。

　カンボジアの首都プノンペンから車で５時間かかる辺境の村で始まった小学校の校舎建

設、雨期にも関わらず工事は順調に進み、予定の50％が終了した。

　校舎を新設する小学校は「メル小学校」（クラチェ州スヌオル郡スクムコミューンメル

村・生徒数＝２９８人）、本会と連携してカンボジアで教育支援活動を展開する「味の素

グループ労働組合」（本部＝東京都中央区京橋）が建設資金を提供してくれた。

　校舎はレンガブロック造りで平屋建ての３教室、すぐに授業ができるよう、教室内には

机（椅子付き）や黒板などが予算内で設備される。

　新校舎は来年１月末までに完成し、２月８日には「味の素グループ労働組合」の皆さん

が参加して贈呈式を行う予定。

辺境小学校の校舎建設、50％終了
「味の素グループ労働組合」が資金協力、来年１月に完成予定

本部事務局 〒369-1246　埼玉県深谷市小前田1552-1
TEL  048-580-7048    FAX  048-580-7049
E-mail   info@aac21.net

子どもたちの幸せを願って

　８月21日～22日、本会が教育支援する「ソムブール小学校」（コンポンスプー

州・生徒数350人）で、日本の団体による美術教育指導が行われた。

　「失われたクメール美術教育復活プロジェクト」と称し、「アジアデザインアー

ト展覧会コンソーシアム」（代表＝藤澤忠盛～昭和女子大学准教授）が主催、本会

は計画段階から加わり、全面協力してきた。代表の藤澤准教授は本会の教育里親会

員でもある。

　21日の小学校教室における美術指導では、対象を低学年（１年～３年）に絞

り、主催団体が絵具と画用紙等を教室に持

ち込み、主にカンボジア人学生が美術教育

指導を行った。

　22日は会場をプノンペン市内の「CJCC

～絆ホール」に移し、前日に生徒たちが描

いた作品を展示し、再び美術教育指導を

行った。同小学校から生徒ら20人が参加

した。

　カンボジアの小学校では美術の科目がな

く、特に低学年が対象だったため初めて絵

を描いた生徒が多かった。絵を描く喜びを

知った生徒たちの目が輝いていた。

失われたクメール美術教育復活プロジェクト

⇦
自
分
の
顔
か
な
?

⇨
絆
ホ
ー
ル
で
は

　
工
作
も
し
ま
し
た

C
J
C
C(

絆
ホ
ー
ル)

で
展
示
会

⇧
未
来
の
ピ
カ
ソ
が
現
れ
る
か
も
?

　(

ソ
ム
ブ
ー
ル
小
学
校
の
教
室
で)

来年1月末に完成します。生徒たちも完成を待ちわびています。 生徒たちも完成を待ちわびています。 

～
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
～ 

創
立
25
周
年
に
思
う
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ボランティアで発送のお手伝い

本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました

ボランティアで
会報発送のお手伝い

　５月下旬に事務局を埼玉県深
谷市に移転しましたので、会報発
送など人手を要する作業に不安が生じていました。
　そこで、事務局の近くに住んでおられる会員さんに
呼びかけ、会報発送作業を手伝ってもらうことにしま
した。８月４日、群馬県にお住いの会員さんら３名が
来局し、封入や宛名ラベル貼りなどの作業を手伝って
いただき、無事郵送を済ませることができました。

　これからも、会員
相互の親睦交流を
兼ねて発送作業を
行います。お手伝い
できる方はご一報く
ださい。（駐車場は
あります）

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
教
育
支
援
を
希
望
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
、
会
報
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
支
援

し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
添
え
て
、
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

（
先
に
里
親
が
確
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
既
に
里
子
を
お
持
ち
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
顔
の
見

え
る
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
の
教
育
支
援
で
す
。

教育支援を
お願いします！

☎
０
４
８
・
５
８
０
・
７
０
４
８　

ド
ム
・
セ
イ
ハ
ー
君

︵
男
の
子
︶

●
両
親
離
婚
、
母
親
の
み
。
弟
が
１
人
い
る
。

　

現
在
母
親
、
弟
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
サ
ッ
カ
ー
を
観
る
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
15
分
。

ペ
ッ
チ
・
パ
ン
ニ
ャ
ー
君

︵
男
の
子
︶

アンクロン小学校
（コンポンスプー州ウドン郡）

４年生（12歳）

アンクロン小学校
（コンポンスプー州ウドン郡）

３年生（９歳）

●
両
親
離
婚
、
母
親
の
み
。
兄
が
１
人
い
る
。

　

現
在
母
親
、
兄
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
本
を
読
む
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
15
分
。

アンクロン小学校

（コンポンスプー州ウドン郡）

１年生（７歳）

アンクロン小学校

（コンポンスプー州ウドン郡）

１年生（７歳）

ソ
ク
キ
ア
・
ケ
マ
ー
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

ソ
ッ
ク
・
ラ
ッ
ク
サ
ー
君

 (

男
の
子)

●両親がいる。妹が２人いる。
　現在両親、妹と暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。
●学校まで徒歩で5分。

●両親離婚、母親のみ。兄１人、
　姉１人、妹２人いる。現在母親、
　兄姉妹と暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。
●学校まで徒歩で5分。

   

０
４
８
・
５
８
０
・
７
０
４
９

FAX

ポ
ル
・
ラ
チ
ャ
ナ
ー
君

(

男
の
子)

●両親いるが父親病気。弟が１人
　いる。現在両親、弟と暮らす。
●好きなこと＝サッカーをすること。
●学校まで徒歩で10分。

アンクロン小学校
（コンポンスプー州ウドン郡）

３年生（10歳）

僻村の小学校に井戸寄贈
　武藤和義さん（84歳）・康代さん（75歳）ご夫妻（長崎県長与町在住の会員）が、
僻村の小学校に井戸を寄贈して
くれた。７月12日、現地スタッフ
が小学校を訪問して贈呈式を行
い、井戸の性能点検と水質検査
を行った。
　井戸が完成したのはクラチェ
州の「キロ66小学校」。本会の団
体会員「愛知県板金工業組合青
年部」が、この小学校に校舎を建
設中。
　武藤さんご夫妻は毎年の結婚記念日（11月）に井戸を寄贈、今年は早めに、水
不足に悩む子どもたちが少しでも早く井戸の恩恵にあずかることができるよう、
配慮してくれた。

カンボジアと日本の小学生がZOOM画面で交流会
　８月20日、本会事務局が仲介
し、カンボジアの小学生と日本の
小学生がZoom画面を通じて交流
した。広瀬さん（愛媛県西予市在
住の会員）が全面協力してくれ
た。
　広瀬さんは、鉄くずなどの廃品
を回収してお金を貯め、カンボジ
アの小学校に井戸や遊具を寄贈

しているが、この機会に両国の子どもたちの交流会を計画、カンボジアの小学校
で遊具贈呈式を行うタイミングで小学生が「田之筋公民館」（西予市内）に集い、
画面の中で交流した。
　質問形式での交流だったが、これからも機会を作り交流を盛んにしていく計画。

楽しい学校生活
　カンボジア小学校の授業時間は午前が７時～11時、午後が１時～５時となっ
ていて、教室が少ない割りに生徒が多いため、午前・午後の２部授業を行う学校が
多いようです。　　　　　　
生徒たちは、学年別に午前か午後のどちらかに通学しています。従って給食制度は
ありません。（自宅で食べる）
　学校に行かない時間帯では、生徒たちは
家の手伝いをしたり、近所の子どもたちと遊
んだりしているようですが、やはり学校生活
が一番楽しそうです。

「カンボジア教育支援西予」が２つの小学校に遊具寄贈
　広瀬さん（愛媛県在住の会員）が
代表を務める支援団体「カンボジア
教育支援西予」の皆さんが、鉄くず
などの廃品を集めてお金を貯め、カ
ンボジアの２つの小学校に遊具セ
ット（ブランコ・滑り台・回転遊具）を
寄贈してくれた。８月２０日、現地ス
タッフが贈呈式に出席した。
最近、幼稚園併設の小学校が増えて
おり、今回の２校も同様。子どもた
ちの喜ぶ声は代えがたい宝物だ。初めての遊具に喜ぶ生徒たち

武藤さんありがとう

休み時間はおやつ時間

楽しかったZoom交流会

ゴム跳びで
遊ぶ

　本会の黎明期に当たる2002年７月から
2003年６月までの１年間、日本郵政公社（当
時）より「国際ボランティア貯金助成事業」を
受け「無医村住民のための巡回医療活動」を
行った。現地で医師と看護師を採用、週に一
度無医村を回り無料診療を行った。
　本会の活動の柱は教育支援だが、25年に
わたる現地活動の中、唯一の医療支援活動
だった。

懐かしき1枚

縁の下の力持ち、現地ドライバーのリーさん
　現地スタッフでドライバーのリーさんは、現地活動に欠かせない貴重な存
在。本会の現地スタッフとして2006年に採用、勤続18年のベテランドライバー
だ。
　名前からして中国系カンボジア人だが、中国語も日本語も話さずカンボジア

語オンリー。しかし18年も勤めて
いると、会話はできないが身振り
手振りで大体通じる。日本語も少
しわかるようになってきた。
　カンボジアは道路事情が悪い
ので時々パンクするが、何のこと
なく修理する。まさに縁の下の力
持ち的存在だ。感謝！

熱心に学ぶ熱心に学ぶ

毎
週
木
曜
日

は
清
掃
作
業

縁
の
下
の
力
持
ち

(

写
真
提
供
：
遠
藤 

啓
氏)

唯一の医療支援活動



・ 自転車（中古品）　　　　　　　　　
・ お米（50キロ入り）　　　　　　　　
・ 通学用カバン　　　　　　　　　　　
・  ティシャツ２枚＆サンダルセット
・ お菓子セット（お菓子の詰め合わせ）
・ 文房具セット（ノート、筆記用具類）
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　本会のカンボジア事務所では、教育里
子が通学する小学校（現在25校）を現地
スタッフが隔月に訪問、教育里親様より
頂戴した年会費の中から６回に分け、カ
ンボジア通貨（リエル）に換金して教育
支援金を届けている。
　中学校、高等学校に通う教育里子も卒
業した小学校に集まり、支援金を受け
取っている。

　８月５日～10
日の間に６月分と
７月分を、２人の
現地スタッフ（ド
ライバー含む）が
各小学校を訪問
し、教育支援金と
教育里親さんから
のプレゼントを届
けた。

里子への教育支援金を
隔月に届けています

　
本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り

両
親
や
片
親
を
な
く
し
た
り
、
親
が
い
て
も
貧
し
い
家

庭
環
境
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
２
０
０
３
年
に
﹁
ク

メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
﹂
を
創
設
、
現
在
２
２
５
人

︵
８
月
末
日
現
在
︶
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て

い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
・
中
・
高
校
で
は
、
10
月
１
日
〜

31
日
が
年
度
末
の
長
い
休
み
に
な
り
、
11
月
１
日
か
ら

新
学
期
が
始
ま
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
新
学
期
の
開
始
時
期

が
遅
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
元
に
戻
っ
た
。

　
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
里
子

た
ち
は
熱
心
に
学
ん
で
い
て
、
大
半
が
11
月
か
ら
進
級

︵
又
は
上
の
学
校
に
入
学
︶
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

 根岸　恒次（法人理事長）

邦人12人がカンボジアで保護

　「高収入で簡単な仕事」といった虚偽の
求人情報にだまされた日本人がカンボジ
アに渡航、強制労働に従事させられる事件
があり、日本人12人が現地警察に保護され
ていたことが８月21日に判明した。
　働かされていたのはカンボジア南東部
スバイリエン州バベット、ベトナム国境にあ
り、カジノ施設が立ち並ぶ。中国が提唱する
巨大経済圏構想「一帯一路」に伴い不動産
やカジノ産業への投資が活発化、犯罪集団
も流入し治安が悪化、特殊詐欺などの一大拠点になっている。
　捜査当局は特殊詐欺などに関与させられた可能性があるとみているが、別の日
本人数人が逃走、当局が行方を追っているという。　
　事件の発覚は、12人のうち数人がプノンペンにある日本大使館に救助要請、大
使館から通報を受けた現地警察がカジノ施設を捜索、12人を救助した。
　この種の事件は、私が知る限り３例目。最初は一昨年、カンボジア西部のリゾー
ト「シアヌークビル」で。２例目は昨年プノンペン市内の高級ホテルで。相次ぐ日本
人が絡む組織的犯罪にうんざりしている。
　その背景には、日本で暮らす若者の貧困問題があるに違いない。安易に職を探
せるSNSにも問題あるが、お金に困っている若者は「わらをも掴む思い」で巧妙な
誘いに引っかかってしまうようだ。
　少し前まで、日本人と聞けば尊敬のまなざしで見られていたが、今は軽蔑の対象
になりかねない、危機的状況だ。戦後、官民によるカンボジアへの支援活動により
築かれた信頼関係が、崩壊の危機にあると言っても過言ではない。
　最近の傾向として、若者の海外移住が増えているそうだ。先の見えない日本に見
切りをつけ、海外で自己実現したい気持ちは尊重できるが、生活環境がガラリと変
化する海外移住を甘くみてはいけない。綿密な事前リサーチが必要、そして何より
精神的にタフでないと続かない。

ビバ！  婆っちゃーず！投稿投稿 投稿投稿

 青木 貴之（KHJグループ総務）

フナンテチョ運河で突然の祝日

　青森在住の母は、晩年、糖尿病に悩まされた。東京在住の私は、高齢者体操など
を学んで、帰郷のたびに母に勧めた。しかし、昔かたぎの母はいやがった。近所に
住む「みっちゃんの所に遊びに行こう」と誘っても、歩きたくないという。私たちが、
ジムだスポーツだと言うような事も、母からみれば単なる遊びに過ぎないのだろ
う。
　東京で私が住んでいた家の家主さんは、息子さんが出ていき、ご主人が亡くな
り、一人で住んでいた。会うたびに老いていくのがわかる。私は言ったものだ。
　「毎日、散歩してくださいね。車には気をつけて」「家にいる時は、こういう体操を
するといいですよ」
　そして、今、私が当事者になった。
　正直に言うと、何もしたくない。どこにも行きたくない。
　それでも、毎日散歩に出かけている。歩数計を持って。朝、起きると体操をする。
忘れないうちに。
　そんな私に、ある日、見知らぬ方からの便りが舞い込んだ。私は、某新聞の詩の投
稿欄に、時々載るのだが、それを読んだ方からだった。
　ある山小屋のおかみさんで、私と同い年、名前も同じ。そして、同郷。何という奇
遇。アナログ人間同士の二人には、手紙のやりとりは、ぴったりだった。心の隅っこ
にある澱みを吐き出せるのは、心の浄化になる。また笑えそうな気がする。
　山小屋は、何かとせわしないだろうに、必ず返事が届く。手作りのユニークな封筒
で、封筒を見ただけで、差出人がわかる。ドキドキする。
　まさに神様からの恋文。　―生きよ！　と。

今　紀子（東京都在住　会員）

国内では円安、現地カンボジアにおきましては物価が高騰し

ておりますので、やむを得ず里子へのプレゼント代を今年か

ら下記の通りに値上げさせていただきます。どうぞご理解の

ほど、よろしくお願い申し上げます。

事務局に届いた里子プレゼントにつきましては、年に1〜２回

程度になりますが、空港から持参させて頂きます。暫くお時

間を頂きますので、なるべく海外送金可能な現金をお送りく

ださい。

現地購入品目一覧表
９,５００円
５,５００円
３,５００円
２,５００円
１,５００円
１,５００円

教育資金を届けました
※同封の振込票にてご送金を
　　　　　　お願いいたします。　

　８月５日は「フナン
テチョ運河」の着工式
で急きょ祝日と決まり、
役所や銀行などが休
みになりました。
　この運河の原型は
扶南王国（１～７世紀
ごろ）時代に建設され
たもので現在も使わ
れていますが、深さを
１.5ｍから５.4ｍに整

備し、ベトナムを介さず海から直接プノンペンへの貨物を運べるようにします。
　総工費は17億ドル・2028年の完成予定・全長は180キロ・上流幅100メートル・
下流幅80メートル・水深５.4メートル・最大3,000トンの船舶を想定。

投稿投稿

サ
ッ
カ
ー
の

         

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
か
な
?

90歳のお爺さんが経営する胡椒農園投稿投稿

　私の住まいからバイクで３分の場所に、
胡椒観光農園「Soths Pepper Farm」があ
ります。経営者は、日本語が話せる90歳の
お爺さん（ロバート・クライさん）です。日本
にも住んだことがあるそうです。
　農園内には宿泊施設やレストランもあ
り、売店もあって胡椒を購入することがで
きます。近くにお越しの時はお立ち寄りく
ださい。

中村 善信（カンポット州　ケップ在住)

ご冥福をお祈り申し上げますご冥福をお祈り申し上げます

90歳のおじいさん(中央)

邦人が保護された建物

　訃報連絡が続きました。田代広伸さん（神奈川県在住）が３月頃に、三木

浄万さん（兵庫県在住）が５月頃にそれぞれ亡くなっていたことが、家族か

らの連絡で分かりました。

　お二人とも教育里親会員として、長い間カンボジアの子どもたちを教育支

援してくださいました。現地にも度々訪問、里子と交流していました。

　心からご冥福をお祈り申し上げます。ありがとうございました。



●教育里親会員 １７８名
●個人会員　　　　　　６０名
●団体会員　　　　　１２団体
●寄付協力者（随時）　４９名
　合　　　計　　　　２９９名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2024年８月末日現在）

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ル券やデパートの商品券を集め、活動資金にしてお

ります。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

教育里親会員　入 会 申 込 書 年 　 月 　 日

名
氏

所
住

考
　
備

生 年 月 日

(TEL)

ふ り が な

年 　 　 　 　 月 　 　 　 　 日

〒

１. サポートしてくださる子どもの人数　　[　　　　　　]　人

２. サポートしてくださる子どもの性別　　① 男の子　　　　　　　② 女の子　　　　　　　③ どちらでも

３. その他　[ 具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　

＊入会してくださる方は所定の事項をご記入のうえ、本会事務局までお送りください。　　　　　　

42024年（令和６年）11月１日　＜第137号＞ アンコールワット

・ 

教
育
里
親
会
員
　

　
子
ど
も
た
ち
へ
直
接
払
う
年
額

　
　
　
　
　
１
万
２
千
６
百
円
︵
42
％
︶

　
会
の
運
営
に
回
す
年
額

　
　
　
　
　
１
万
７
千
４
百
円
︵
58
％
︶

正
会
員
と
し
て

～シェムリアップのアンコールマーケット～　
春さんのカンボジアレポート

理事・会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

　アンコール遺跡観光の拠点・シェムリアップ市
には大小20店近くのスーパーがあります。いずれ
も観光客や富裕層に利用されています。
　その中の一つ、市の中央を縦断する大通り・シ
ボタ通りのアンコールマーケットが閉店しました。
北に50ｍに老舗ラッキーモールがありましたが、
昨年10月に閉業しています。
　しかしアンコールマーケットは閉業ではなく、手
狭になった故の拡大しての移転です。場所は国立
博物館。広い駐車場もあり立地条件良しです！
　アンコールマーケットは６年前には国道６号線
沿いに２号店が開店していて、勢いがあります！

皆
さ
ん
か
ら
頂
く
会
費
は
今
ま
で
大
手
銀
行
経
由
で
現

地
に
送
金
し
て
い
ま
し
た
が
、最
近
北
朝
鮮
や
ロ
シ
ア
の

問
題
が
あ
り
、送
金
条
件
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。本
会

事
務
局
を
地
方
に
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、銀
行
経
由

の
送
金
を
諦
め
民
間
の
海
外
送
金
会
社
に
お
願
い
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。既
に
２
回
ほ
ど
送
金
し
ま
し
た
が
、

問
題
な
く
送
金
さ
れ
ま
し
た
。ネ
ッ
ト
送
金
で
す
の
で
銀

行
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
し
た
。

来
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
は
、２
月
上
旬
と
３
月
下
旬
に

小
学
校
の
校
舎
贈
呈
式
が
あ
る
こ
と
と
、事
務
局
を
長

く
空
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、１
月
〜
４
月
に

２
度
に
わ
た
り
、理
事
長
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
し
ま
す
。

前
半
を
１
月
22
日
〜
２
月
11
日
、後
半
を
３
月
20
日
〜

４
月
11
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
航
空
券
を
取

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、多
少
の
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。こ
の
機
会
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
さ
れ
た
い
方

は
、お
早
め
に
連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
。既
に
団
体
・
個

人
含
む
多
く
の
会
員
さ
ん
か
ら
同
行
し
た
い
と
連
絡
頂

い
て
お
り
、目
下
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
中
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
頂
く
会
費
は
今
ま
で
大
手
銀
行
経
由
で
現

地
に
送
金
し
て
い
ま
し
た
が
、最
近
北
朝
鮮
や
ロ
シ
ア
の

問
題
が
あ
り
、送
金
条
件
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。本
会

事
務
局
を
地
方
に
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、銀
行
経
由

の
送
金
を
諦
め
民
間
の
海
外
送
金
会
社
に
お
願
い
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。既
に
２
回
ほ
ど
送
金
し
ま
し
た
が
、

問
題
な
く
送
金
さ
れ
ま
し
た
。ネ
ッ
ト
送
金
で
す
の
で
銀

行
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
し
た
。

来
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
は
、２
月
上
旬
と
３
月
下
旬
に

小
学
校
の
校
舎
贈
呈
式
が
あ
る
こ
と
と
、事
務
局
を
長

く
空
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、１
月
〜
４
月
に

２
度
に
わ
た
り
、理
事
長
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
し
ま
す
。

前
半
を
１
月
20
日
〜
２
月
12
日
、後
半
を
３
月
23
日
〜

４
月
14
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
航
空
券
を
取

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、多
少
の
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。こ
の
機
会
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
さ
れ
た
い
方

は
、お
早
め
に
連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
。既
に
団
体
・
個

人
含
む
多
く
の
会
員
さ
ん
か
ら
同
行
し
た
い
と
連
絡
頂

い
て
お
り
、目
下
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
中
で
す
。

■■

アンコールマーケット拡大移転

カンボジア
ミニミニ
カンボジア
ミニミニ

　
日
本
国
際
協
力
機
構
︵
J
I
C
A
︶

カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
の
発
表
に
よ
る

と
、
８
月
14
日
、
新
た
に
８
人
の
青
年

海
外
協
力
隊
員
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
到
着

し
た
。
こ
れ
ら
の
隊
員
は
今
後
２
年
間

に
わ
た
り
、
専
門
知
識
を
生
か
し
、
幼

稚
園
か
ら
高
等

教
育
、
看
護
、

科
学
の
分
野
に

お
い
て
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
発
展

に
貢
献
す
る
見

込
み
で
あ
る
と

い
う
。

J
I
C
A
の
青
年
海
外

協
力
隊
、
新
た
に
８
人

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
到
着

　
パ
リ
五
輪
が
８

月
11
日
に
閉
幕
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
代
表

選
手
た
ち
は
メ
ダ

ル
を
獲
得
す
る
こ

と
な
く
大
会
を
終

え
た
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
か
ら
は
３
人
の

選
手
が
水
泳
と
陸

上
競
技
に
出
場
し
た
が
、
世
界
最
高
峰

の
競
技
者
が
集
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
選
手
た
ち
に
と
っ

て
厳
し
い
挑
戦
と
な
っ
た
。

　
東
京
を
拠
点
と
す
る
﹁
ワ
ン
ダ
ー
フ
ァ
イ
株

式
会
社
﹂
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
日
本
式
幼
稚
園

を
開
設
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
教
師
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。
同

社
は
ま
ず
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
開

設
、
将
来
は
国
内
全
土
へ
の

展
開
も
計
画
し
て
い
る
と
い

う
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
、
幼

稚
園
教
諭
を
養
成
す
る
公
的

機
関
が
１
つ
し
か
な
く
、
５

歳
児
の
約
65
％
し
か
就
学
前

教
育
を
受
け
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
と
い
う
。

パ
リ
五
輪
終
了
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
代
表
は
メ
ダ
ル
獲
得
な
し

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
２
０
２
４
年
１
月
〜
７
月
の
間
に
生
産

し
た
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
の
総
量
が
83
万
ト
ン
に
達
し
、
世

界
で
２
番
目
の
生
産
国
に

な
っ
た
こ
と
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
協
会
の

報
告
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
イ
ン
ド
を
抜
い
て

２
位
に
浮
上
、
１
位
の
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
に
次
ぐ
位
置

を
占
め
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
生
産
、

世
界
２
位
に　

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
高
官
に
よ
る
と
、

２
０
２
３
年
８
月
か
ら
２
０
２
４
年
７

月
ま
で
の
新
政
権
の
11
ヶ
月
間
に
お
い

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
２
３
７
件
の
海
外

か
ら
の
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
登
録
、

総
額
は
60
億
ド
ル
を
超
え
た
と
さ
れ

る
。
外
国
資
本

の
流
入
が
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
投

資
環
境
の
改
善

と
経
済
成
長
の

潜
在
力
を
裏
付

け
る
も
の
で
あ

る

と

強

調

し

た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
海
外
直

接
投
資
（
F
D
I
）
急
増
、

投
資
家
の
信
頼
を
反
映

　
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
大
使
館
の
植
野

大
使
が
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
の
地
雷
原
を

訪
問
、
当
地
域
で
進
行
中
の
地
雷
除
去

活
動
を
視
察
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日

本

が

長

年

に

わ

た
っ
て
協
力
し
て

き
た
地
雷
及
び
不

発
弾
問
題
へ
の
取

り
組
み
を
再
確
認

す
る
機
会
と
な
っ

た
。
同
地
域
は
１

０
０
世
帯
以
上
、
５
６
０
人
が
暮
ら
し

て
い
る
が
、
61
％
に
あ
た
る
７
６
４
ha

が
地
雷
や
不
発
弾
に
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
現
在
ま
で
に
10
人
の
村
人
が
地
雷

の
被
害
に
遭
っ
た
。

在
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
大

使
、
地
雷
原
訪
問

ネット記事から最近
のカンボジア情報を
お知らせします。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
観
光

省
に
よ
る
と
、
２
０

２
４
年
１
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ

た
中
国
人
観
光
客
の
数
が
前
年

同
期
比
で
４
５.

６
%
増
加
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
期
間
中
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

訪
れ
た
中
国
人
観
光
客
は
合
計

46
万
３
９
８
０
人
で
、
前
年
の

31
万
８
４
９
８
人
か
ら
大
幅
に

増
加
し
た
。
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム

に
次
ぐ
第
３
位
。

カシューナッツ

地雷原訪問

海外青年協力隊

カンボジアへの海外投資

中国人観光客

ラッキーモール 2023年10月閉店ラッキーモール 2023年10月閉店アンコールマーケット 2024年８月閉店アンコールマーケット 2024年８月閉店

アンコールマーケット新店 2018年６月開店アンコールマーケット新店 2018年６月開店

シボタ通りの1号店

アンコールマーケット 2024年９月開店?
(工事中　2024年８月28日)

中
国
人
観
光
客
が
増
加

日
本
式
幼
稚
園

日系企業がプノンペンに
日本式幼稚園を開園

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク


